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く（厚生労働省, 2018）、OECD 諸国のなかで最も短いことがわかっている(OECD, 
2018a)。日本の時間当たり労働生産性は 46.8 ドルで、1970 年から連続して OECD 主
要先進 7カ国の中で最下位の状況が続いている(OECD, 2018ｂ)。Hafner et al. (2016)
では、(1)睡眠不足が職場の生産性を低下させること、(2)これに伴う経済的損失（各
国経済規模に占める損失）は OECD 諸国の中で日本が最も大きいことを示している。 
 睡眠と生産性について、これまでの医学研究では、睡眠不足が認知能力やパフォー
マンスの低下と関連していることを示している（Cappuccio et al., 2010; Walker, 
2017）。経済学の分野では、健康は人的資本の１つと捉えられ、健康状態が労働生産
性に及ぼす影響について、これまで多くの実証研究が行われてきた(大石 , 2000; 





ことが指摘されている(Giutella et al., 2015; Gibson and Shrader, 2018)。 
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用いるデータの説明を第 3 節で行う。第 4 節では、各変数の定義を紹介し、記述統計

























疾病の既往歴などが操作変数として用いられている（上村・駒村, 2017; 佐藤, 2016; 濱







相関があること（Stafford and Duncan, 1980)、サマータイム導入は睡眠時間を短縮し、
労働災害増加などのパフォーマンスの低下をもたらすこと（Barnes and Wagner, 
2009）、平均睡眠時間が 1 時間増えると、学歴が 1 年増えるよりも生産性が高くなる
こと（Psacharopoulos and Patrinos, 2004）などの研究結果が蓄積されている。しかし、
これらは睡眠時間の内生性を考慮していない。睡眠時間と生産性の相互の因果関係に












 まずGibson and Shrader (2018)では、(A)睡眠時間が生産性に及ぼす影響について、
Becker(1965)の家庭内生産関数とGronau(1977)の時間利用モデルを拡張し、睡眠生産























すると、賃金が 3～5%増加することを示しており、前述の Gibson and Shrader (2018)
ともおおむね整合的な結果となっている。なお操作変数は、内生性の検定や弱相関の
検定により、統計的妥当性が確認されている。著者は、操作変数である気温と被説明
変数である生産性の関係について、Graff et al. (2018) を根拠に、有意な長期的関係が
ないと述べている。一方、環境経済学では、農業分野や工業分野において、厳しい温
度の影響により生産性が低下するという研究が数多く存在する(Zhang et al., 2018)が、


















 データは、平成 25 年「国民生活基礎調査」（厚生労働省）の匿名データ（B 票）を
用いる。この調査は、保健、医療、福祉、年金、所得等国民生活の基礎的事項を調査
し、厚生労働行政の企画及び運営に必要な基礎資料を得ることを目的として実施され


































表 1 記述統計 
 N 平均値 標準偏差 最小値 最大値 
時間当たり賃金の対数 1,356 0.363 0.416 0.003 8.750 
平均睡眠時間ダミー：5 時間未満 1,356 0.122 0.328 0 1 
自覚症状ダミー：眠れない 1,356 0.065 0.246 0 1 
性別ダミー：男性 1,356 0.485 0.500 0 1 
7 
 
学歴ダミー：高校卒 1,356 0.434 0.496 0 1 
学歴ダミー：専門・短大卒 1,356 0.226 0.419 0 1 
学歴ダミー：大卒・大学院卒 1,356 0.271 0.444 0 1 
就業年数（年） 1,356 13.515 12.661 0 50 
正規ダミー 1,356 0.580 0.494 0 1 
職種ダミー：管理職 1,356 0.063 0.242 0 1 
職種ダミー：専門的技術的職 1,356 0.271 0.445 0 1 
職種ダミー：事務職 1,356 0.157 0.364 0 1 
職種ダミー：販売職 1,356 0.088 0.283 0 1 
職種ダミー：サービス業 1,356 0.181 0.385 0 1 
職種ダミー：保安職 1,356 0.008 0.090 0 1 
職種ダミー：農林漁業 1,356 0.003 0.054 0 1 
職種ダミー：生産工程 1,356 0.098 0.298 0 1 
職種ダミー：輸送機械運転 1,356 0.025 0.156 0 1 
職種ダミー：建設採掘 1,356 0.023 0.150 0 1 
職種ダミー：運搬清掃包装 1,356 0.046 0.209 0 1 
職種ダミー：分類不能 1,356 0.038 0.190 0 1 
企業規模ダミー：100 人以下 1,356 0.430 0.495 0 1 
企業規模ダミー：100 人～999 人 1,356 0.278 0.448 0 1 
企業規模ダミー：1000 人以上 1,356 0.190 0.393 0 1 
企業規模ダミー：官公庁 1,356 0.102 0.302 0 1 



























いることが分かる。また、一段階目の F 値は 37.46 であり、基準値 10 より大きくなっ
ており、弱相関の問題はないと考えられる。 
 
表 2 眠れないことが労働生産性に与える影響に関する推定結果（OLSと IV） 
 A1 A2 A3 
 OLS IV 
 
F-Stage 
時間当たり賃金率（対数） 偏回帰係数 偏回帰係数 
 
偏回帰係数 







性別ダミー：男性 -0.294*** -0.279*** 0.017 
(0.053) (0.055) (0.016) 
学歴ダミー：高校卒 0.174* 0.188* 0.017 
(0.092) (0.097) (0.028) 
学歴ダミー：専門・短大卒 0.308*** 0.316*** 0.005 
(0.102) (0.107) (0.031) 
学歴ダミー：大卒・大学院卒 0.423*** 0.406*** -0.018 
(0.103) (0.108) (0.031) 
就業年数 0.013** 0.016** 0.003 
(0.006) (0.007) (0.002) 
就業年数 2 乗 0.000 -0.000 -0.000* 
(0.000) (0.000) (0.000) 
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正規ダミー -0.135** -0.135** 0.001 
(0.058) (0.059) (0.016) 
職種ダミー：管理職 0.053 0.049 -0.000 
(0.139) (0.142) (0.045) 
職種ダミー：専門的技術的職 -0.186 -0.186 0.001 
(0.130) (0.133) (0.037) 
職種ダミー：事務職 -0.236* -0.248* -0.012 
(0.134) (0.137) (0.038) 
職種ダミー：販売職 -0.345** -0.404*** -0.062 
(0.151) (0.155) (0.041) 
職種ダミー：サービス業 -0.123 -0.142 -0.020 
(0.133) (0.136) (0.038) 
職種ダミー：保安職 -0.425** -0.509** -0.104 
(0.198) (0.206) (0.082) 
職種ダミー：農林漁業 0.208 0.127 -0.073 
(0.296) (0.301) (0.126) 
職種ダミー：生産工程 -0.229* -0.240* -0.004 
(0.136) (0.140) (0.041) 
職種ダミー：輸送機械運転 -0.344** -0.264 0.074 
(0.167) (0.184) (0.055) 
職種ダミー：建設採掘 -0.198 -0.220 -0.020 
(0.148) (0.153) (0.056) 
職種ダミー：運搬清掃包装 -0.422** -0.446** -0.023 
(0.171) (0.176) (0.046) 
企業規模ダミー：100 人～999 人 -0.031 -0.051 -0.026 
(0.057) (0.061) (0.016) 
企業規模ダミー：1000 人以上 0.071 0.084 0.008 
(0.064) (0.065) (0.019) 
企業規模ダミー：官公庁 0.173** 0.193*** 0.024 
(0.069) (0.072) (0.025) 
定数項      -1.359*** -1.310*** 0.045 
(0.142) (0.148) (0.042) 
調整済み決定係数 0.080 0.018 0.034 



















くなっていることが分かる。最後に B2 と B4 の一段階目の F 値は共に基準値 10 より
大きくなっており、弱相関の問題がないと言える。 
 
表 3 男女別の不眠症状が労働生産性に与える影響に関する推定結果（IV） 
 男性 女性 
 B1 B2 B3 B4 
 IV F-Stage IV F-Stage 
 偏回帰係数 偏回帰係数 偏回帰係数 偏回帰係数 
自覚症状ダミー：眠れない -0.231    -1.606**  
（0.644）  (0.769)  
平均睡眠時間ダミー：5 時間未満  0.106***  0.143*** 
 (0.031)  (0.027) 
学歴ダミー：高校卒 0.004 -0.021 0.407** 0.049 
(0.114) (0.041) (0.170) (0.039) 
学歴ダミー：専門・短大卒 0.099 0.000 0.513*** 0.021 
(0.136) (0.049) (0.173) (0.041) 
学歴ダミー：大卒・大学院卒 0.220* -0.046 0.582*** 0.004 
(0.125) (0.044) (0.195) (0.046) 
就業年数 0.016** 0.001 0.014 0.003 
（0.008） (0.003) (0.011) (0.002) 
就業年数 2 乗 -0.000 -0.000 -0.000 -0.000 
（0.000） (0.000) (0.000) (0.000) 
正規ダミー 0.147* 0.032 -0.355*** -0.013 
（0.083） (0.027) (0.090) (0.020) 
職種ダミー：管理職 -0.144 -0.020 0.148 -0.090 
（0.158） (0.070) (0.244) (0.085) 
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職種ダミー：専門的技術的職 -0.356** -0.023 -0.037 0.011 
（0.142） (0.065) (0.198) (0.045) 
職種ダミー：事務職 -0.468*** -0.042 -0.093 -0.000 
（0.165） (0.070) (0.194) (0.045) 
職種ダミー：販売職 -0.525*** -0.103 -0.306 -0.037 
（0.197） (0.072) (0.216) (0.049) 
職種ダミー：サービス業 -0.229 -0.048 -0.095 -0.012 
(0.166) (0.068) (0.192) (0.044) 
職種ダミー：保安職 -0.480** -0.113   
(0.218) (0.101) 
職種ダミー：農林漁業 -0.272 -0.099 0.964*** -0.058 
(0.201) (0.162) (0.203) (0.232) 
職種ダミー：生産工程 -0.368** -0.026 -0.187 -0.001 
(0.154) (0.069) (0.216) (0.051) 
職種ダミー：輸送機械運転 -0.542*** 0.032 -0.207 0.174 
(0.189) (0.078) (0.696) (0.139) 
職種ダミー：建設採掘 -0.400** -0.046 -0.225 -0.065 
（0.163） (0.079) (0.195) (0.166) 
職種ダミー：運搬清掃包装 -0.689*** -0.069 -0.223 0.007 
(0.206) (0.080) (0.250) (0.056) 
企業規模ダミー：100 人～999 人 0.119* -0.005 -0.187* -0.038* 
（0.072） (0.027) (0.096) (0.021) 
企業規模ダミー：1000 人以上 0.149** 0.028 0.006 -0.015 
（0.071） (0.029) (0.118) (0.027) 
企業規模ダミー：官公庁 0.230*** 0.039 0.181 0.018 
（0.085） (0.039) (0.118) (0.033) 
定数項 -1.619*** 0.088 -1.415*** 0.021 
（0.184） (0.071) (0.221) (0.052) 
調整済み決定係数 0.134 0.015 - 0.042 
N 657 657 699 699 
F-First Stage  11.61  27.45 
Partial R2  0.018  0.039 
注 1：***、**、*はそれぞれ 1％、5％、10％水準で推定された偏回帰係数が統計的に有意であることを表
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